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図 2 ULPDアンテナ 

図 3 CPW型ULPDアンテナ 
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Abstract: In order to manufacture the dipole antenna on a substrate, the ULPD antenna in CPW type is proposed. The characteristics 

of the antenna are analyzed in this paper. 

 

1.まえがき 

 ダイポールアンテナは基本アンテナであり、基板上にプリントで製

作することが出来れば、いろいろな場面で活用出来ると考えられる。

先に、超低姿勢のULPD(Ultra Low Profile Dipole)アンテナ[1]が提案さ

れている。本研究では、それを改良しプリントタイプとした

CPW(Co-Planar Wave-line)型ULPDアンテナを提案し、その基礎特性

について検討を行う。 

 

2.原理 

 ダイポールアンテナは同軸給電するため、図 1に示すようにバラン

が必要となる。これは外部導体に流れる漏れ電流を阻止し、伝送線路

から不要な電波が放射することを防ぐ等の役割を果たしている。 

ULPDはバランが不要であるという特徴をもっている。その構造を

図 2(矢印は電流の向きを表す)に示す。このアンテナは同軸ケーブル

を曲げ(B域)、内導体を出し(C域)、同軸ケーブルと同じ太さの導線

を曲げた箇所につけた(A域)構造となっている。したがって、A域か

らC域に電流は同方向に流れ、共振してダイポールアンテナとなる。 

 図 2のULPDアンテナをプリント基板で構成することを考え、    

図 3のような構造のアンテナを提案した。三本のストリップで構成さ

れ、上下のストリップはULPDの外導体に、真ん中のストリップは

内導体にそれぞれ対応しており、それらは左側で接続されている。給

電点は図に示すように、内導体の中心に設けており、外導体の中心で

基板裏側の接地板に短絡している。外導体のストリップと内導体のス

トリップでCPWが構成されている。 

 

3.アンテナの解析モデル                              

今回、図 3のアンテナについて解析を行う。なお、基板の比誘電率

εr=2.6、厚さは 1.5mmである。解析モデルのX1,X2,aの寸法を変化さ

せた場合の解析を行い、その整合特性をみる。その後、アンテナの指

向性特性を解析する。なお、本研究では FDTD法を用いて解析を行

う。 

 

4.アンテナの解析結果 

4.1 リターンロス特性 

 図 3に示すアンテナのリターンロス特性をみる。まず、
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図4 リターンロス特性(X1変化) 

図 5  リターンロス特性(X2変化) 

図 6  リターンロス特性(a変化) 

図 7  指向性特性(xz特性) 図 8  指向性特性(yz平面) 

X2=2.0mm,a=1.5mmと固定し、X1を変化させ解析を行った。そ

の結果を図 4に示す。図 4よりリターンロスはX1=3.0mmのと

き一番低下していることがみてとれ、その値は-30.396dBであっ

た。X1については 3.0mmが最適なパラメータであると言えた。 

 次にX1=3.0mm,a=1.5mmと固定し、X2を変化させ解析を行っ

た。その結果を図 5に示す。図 5より、リターンロスは                 

X2=3.0mmのとき一番大きく低下していることがみてとれ、その

値は-30.421dBであった。X2については 3.0mmが最適なパラメ

ータであると言えた。                         

次にX1=3.0mm,X2=3.0mmと固定し、aを変化させ解析を行っ

た。その結果を図 6に示す。図 6よりリターンロスは a=1.5mm

のとき一番低下していた。また a=3.0mm,4.0mmのときリターン

ロスが-10dBより低下していないので、アンテナとして使用でき

ないと言える。 

以上の結果でX1=3.0mm,X2=3.0mm,a=1.5mmのとき、より良い

結果が得られたと言えた。次にX1=3.0mm,X2=3.0mm,a=1.5mmの

ときの指向性特性をみる。                

            

4.2 指向性特性  

放射パターンを図 7、8に示す。図 8からは左右対称の分布が

得られ、最大放射方向は θ=0°方向で、利得は 2.285[dBi]であっ

た。これはダイポールアンテナがエレメントに垂直な方向で電

磁波の放射が最大になることと一致している。また、θ=90～

270°方向にも放射が出ている。つまり、アンテナの後方にも放

射が確認された。これは基板の横から放射が回りこんでしまっ

たためと考えられる。 

 

5.まとめ                                  

 アンテナのリターンロス解析を行うことで最適な構成パラメ

ータを明らかにした。 

 指向性特性からはエレメントに垂直な方向

で電磁波の放射が最大であることが確認でき、

ダイポールアンテナと同様な指向性特性を示し

たといえる。また、アンテナ後方に放射が出て

しまっているのは、横から電波が回り込んでい

ると考える。そのため、基板の大きさを大きく

することで、アンテナ後方への放射を防げると

考える。今後検証を行う。 
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